
 

  

土曜授業参観・ディエチオチョ祭へのご参加ありがとうございました 

 去る 9 月 24 日（土）の土曜授業参観・ディエシオチョ祭への多くの皆様のご参加、大変あ

りがとうございました。多くの保護者の皆様のご参加・応援のおかげで、児童生徒全員が張り切

って力を発揮できた発表になったと、感じております。雨も終了後に降り出すという幸運にも

恵まれました。 

今年は「1 年生」、「2 年生」、「3・4・5・6 年生・中 1 年生」の３グループがチリの北部地

方・中部地方・南部地方のそれぞれ特徴的な踊りを披露しました。成功したのは、特にスペイン

語・英語講師のマルタ先生、コンスタンサ先生の指導の賜物だと感じています。その後全員で踊

ったり保護者の皆様も参加されてのクエカを踊ったりして、とても楽しい時間を共有できたこ

とが素晴らしいなと思います。またチリに住み、その地の文化を学ぶことは、大変重要なことだ

と痛感した時間でもありました。 

さて、現在「40周年記念誌」の作成・編集を進めています。少しずつですが元保護者の皆様、

元理事の皆様、元教職員の皆様、同窓生の皆様より原稿がメールにて届いてきています。その中

で 1994 年派遣教員、金子勝様の原稿に日本人学校への思いを強く感じましたので、一部抜粋

して掲載させていただきます。 

（～前略）「憧れの日本人学校。夜のサンティアゴ空港に着き多くの日本人学校関係者の方々

の出迎えを受けた時の感激は今でも忘れません。3 年間の日本人学校での取り組みや、チリで

の生活の貴重な経験は、私の人生の宝物です。現地校訪問やチリの講師の方々との交流、毎年行

われる学芸会の出し物を苦労しながら考え、自分たちで脚本（！？）を考え、練習し、当日にそ

の成果を保護者の前で発表し、子ども達と共に満足感を味わいほっとした事。日本のようには

教材がない分工夫して毎日の授業に挑んだ事等々。三年間の出来事、思い出を綴っていくと、一

冊の「サンチャゴ日本人学校での思い出」の本が書けそうです。」（～後略） 

派遣教員は、文科省との契約で２年間の派遣が原則です。その上で１年～２年が延長される

者もあります。そんなわずかな派遣期間ではあるものの、サンチャゴ日本人学校の目の前の児

童生徒のために、自分の持っている力を精一杯発揮して日々邁進しています。それは昔も今も

変わりのないことだと思います。今後とも、より一層充実した教育ができるよう努めてまいり

ます。皆様のご協力の程、宜しくお願い致します。 

サンチャゴ日本人学校 

URL：http://iejapones.com/   E-mail : contacto@iejapones.cl 

令和４年度学校通信 

No.7 

2022,10,3 発行 



 

 

 

  

 

※予定ですので、変更になる場合があります。   

３日 (月) 運動会特別時間割開始 

４日 (火) 合同体育⑨ 

５日 (水) 運動会特別委員会 6校時 

６日 (木) 特別授業（警察署） 小学部3・４年生 3校時 

7日 (金) 特別授業（書家：白石さん） 小学部3年生以上 2校時 

8日 (土) 英検一次 

１０日 (月) 二世界遭遇の日 

１１日 (火) クラブ⑦ 

１８日 (火) 運動会特別委員会 ７校時 

１９日 (水) 運動会予行練習 

２１日 (金) 運動会前日準備 

２２日 (土) 第40回 運動会 

23日 (日) 運動会予備日 漢検 

２４日 (月) 振替休業日 

２５日 (火) 合同体育⑩ 

２６日 (水) バス集会 

２７日 (木) アンデス隊 

３１日 (月) 福音派・プロテスタント教会の日 

11月初旬の予定 

1日 (火) 諸聖人の日 

4日 (金) 授業参観・サマーキャンプ説明会 



 

  
 

 

 

 

 

 

体育委員会の目標は「運動♡ 元気で来れる学校」です。運動会や木曜ゲームを通して、みんなに運動の楽しさを知っ

てもらい、運動が好きな学校にしていきたいと思い、この目標にしました。 

木曜ゲームでは、新しい遊びなども提案し、みんなの笑顔があふれる時間にしたいと思います。これから暑くなるので、

熱中症に気をつけて水分補給の大切さ、帽子の着用徹底、日焼け止めの推奨など集会を通して、全校生に呼び掛けてい

きたいと思います。 

これから力を合わせて、けがなく、運動を楽しみ、運動をすることが好きな学校になるよう頑張ります。 

 

 

  

 

文化委員会の目標は、「本の世界を伝え合い、全校で心を込めて歌うことで、絆を深めよう」です。前期は、読書集会

でビブリオバトルや読み聞かせをしたり、ハッピーバースデー集会を行ったり、歌声集会で校歌の練習を企画したりして、

学校のみんなが文化に触れられるよう工夫して取り組んできました。 

後期は、ディエシオチョやアングロアメリカ交流会の司会や前期の反省を基に、図書室の整理・本の紹介等にも、アイデ

アを出し合いながら、さらによりよい活動を展開できるように、みんなで協力しながら頑張ります。 

 

 

  

 

本部委員会の目標は、「きずなを深め合い、みんなが助け合い、楽しい学校にしよう」です。前期は、新入生歓迎会には

じまり、陸上記録会、学習発表会などの行事の企画、司会進行や、毎週の全校帰りの会の司会、金曜ゲームの企画立案な

どを行い、学校を引っ張ってきました。 

後期は、運動会の開閉会式や、本部主催の縦割り種目の企画立案、司会進行を皮切りに、様々な行事の司会進行やみ

んなを楽しませる企画を考えられればと思います。みんなで助け合い、きずなを深める活動を心掛けていきます。 



 

La Vara（北部） 

  チリ北部の人々は年に一回、北部で最も有名なお祭り La Tirana にお

いて、カラフルな服やダンスを通して花を咲かせることができます。このお祭

りは毎年開催され、人々は La Varaを含め、様々な曲でダンスをしたりして

楽しい時間を過ごします。 

El Costillar（南部） 

  El Costillar は、お祝いのダンスとして、家族の集まりでよく踊られます。

チリ中南部地方の踊りですが、チロエ島で大きな広がりが見られます。その

起源は不明ですが、主にトーテム像、木、炎の周りで踊ったり集ったりする古

代の慣習に関連しています。そのため、通常はボトルの周りで踊ります。 

La Guaracha（中部） 

  La Guaracha はキューバに起源をもつ音楽のジャンルです。１９７０年

代に主にチリ中部の地方で広まりました。普段は Guaracha を踊りません

が、その動きのおもしろさから民俗ショーや市で踊られることがあり、多くの

人がその踊りを好んでいます。 

Cueca 

  チリで最も伝統的な踊りです。Cuecaは雄鶏と雌鶏の求愛の姿を踊りに

したものだと言われています。保護者の皆様にも一緒に踊っていただき、楽

しいひと時となりました。ご協力ありがとうございました。 

今年度はチリ各地方（北部・中部・南部）の伝統的な踊りとクエッカを発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


